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ら
､

最
後
の

討
論
者
で

あ
る

衆
栖
教

授
に
､

次
回
の

犬
舎
で
､

恐
ら

く
は

こ

の

鮎
の

解
決
な

く
し

て

は

十

分
な

解
明
の

得
ら

れ

な
い

で

あ

ろ

う
『

法

人
の

代
表
者
と

代
理

人
の

関
係
に

つ

い

て
』

の

研
究
報
告
を
お

願
い

し
て

】一
層
の

費
展
を

次
同
大
曾
に

期
し
っ

1

､

本
大
食
は

幕
を

閉
じ

た
｡

(

一

橋
大

畢
助

手
･

好

美

清

光
)

経

済
港

学
食

経
済
法
草
食
(

四

月
六

日

明

治
大
草
に

て

開
催
)

の

研
究
含
に

お

け
る

報
告
は

次
の

通
り
｡

(

1
)

｢

経
済
法
の

統
一
(

的
貴
膿
)

概
念
と
し

て

の

『

統
制
』

概
念
に

っ

い

て
+

凱

嘆
朗

丹
宗
昭

信
氏

経
済
的
強
者
と

弱
者
と

あ
る

と
き
､

そ

れ
に

加
え

ら

れ
る

市
場
統
制
の

意
味
に

お
い

て

｢

統
制
+

概
念
を

と
ら

え
､

こ

れ

を

茸
鮭
概
念
と

し

て

経

済
法
を

把
握
す
る

こ

と

を

捷
唱
さ

れ

た
｡

廣
範
な

基
礎
問
題
で

あ

る

だ

け

に

難
解
で
､

鈴

木
(

東
大
)

金
澤
(

北

大
)

西
原
(

大

阪
市

大
)

の

諸
教

授
か

ら
､

更
に

説
明

を

求
め
る

質
問
が

あ
っ

た
｡

(

2
)

｢

債
格
法
を

め

ぐ
っ

て

の

若
干
の

考
察
+㌔
大

雛

青
永
巣
助
氏

米
国
に

お

い

て

払
単
著
と

経
済
学
者
と
の

間
で

問
題
と

な
っ

て

い

る

基

準
地

債
格
制
と
､

大
陸
に

お
い

て

も

論
議
の

的
と

な
っ

て

い

る

再
販
賓
債

椿
維
持
契
約
を

例
に

と
っ

て
､

償
格
法
の

基
本
問
題
ま

で

考
察
さ

れ

た
｡

こ

れ
に

封
す
る

北

村
(

神

戸
)
､

金
澤
､

今
村
(

北

大
)

の

語
数
授
､

正

田

講
師
(

和
犬
)

に

ょ

る

質
問
は
､

主
と

し

て
､

再
販
膏
償
椿
維
持
契
約
に

関
連
す
る

も

の

で

あ
っ

た
｡

(

3
)

｢

中
小

企
業
圃

僅
組
織
法
に

関
す
る

諸
問
題
+

嗣
掛

軸

諾
堀
合

彗
一
氏

北

海
道

大

餌

金
澤
良
雄
氏

敦

ま

ず
､

堀
合
氏
が

わ

が

国
の

中
小

企
業
の

箕
態
か

ら
､

そ
の

合
理

化
の

た

め
の

組
織
化
､

即
ち

本
法
の

必

要
性
を

明
ら

か

に

さ

れ
､

次
い

で
､

金

澤
教
授
が

本
法
に

お

け

る

中
小

企
業
の

組
織
化
の

意
義
と

本
法
の

規
定
の

特
異
鮎
を

示
さ

れ

た
｡

問
題
あ
る

本
浪
だ

け

に

疑

鮎

多
.
く
､

矢

澤
(

東

大
)
､

金
澤
､

西
原
､

北
村
､

田

中
二

郎
(

東
大
)

､

田

中
誠
二

(

一

橋
大
)

の

諸
教
授
か

ら

質
問
が

あ
っ

た

が
､

最
も

問
題
と
さ

れ
た

の

は
､

加
入

命

令
と

過
怠
金
で

あ
っ

た
｡

な
お
､

こ

れ

ら
の

報
告
の

詳
細
は
､

学
食
の

機
関
誌
と

し

て
､

近
く

嶺

刊
改
定
の

｢

経
済
法
学
舎
年
報
+

(

商
事

法
務

研
究

含
)

に

掲

載
さ

れ

る

像
定
で

あ

る
｡

(

一

橋
大

早
大

孝
院

畢
生
･

中

川

和

彦
)

日

本

刑

港
拳
骨
(

第
十
七

同
大
合
)

日

本
刑
法
草
食
第
十
七

同
大
含
は
､

昭

和
三

十
三

年
四

月
八
･

九
両
日

に

わ

た

り
､

専
修
大
草
に

お
い

て

開
催
さ

れ

た
｡

第
一

日

て

国
際
骨
議
報
告

｢

人

権
保
護
に

:

関
す
る

国
連
ア

ジ

ヤ

禽
議
+

∂7




